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３－（４）作業の流れ「手動」モードの場合

ア トラクタエンジンを始動

イ ソウサボックスの電源を投入

ウ 「手動」モード ※１

エ トラクタＰＴＯを始動

オ 牧草・稲ワラの拾上げ（走行可）

	 � ※６、７

カ ベール満了

キ

「作業可」ＬＥＤ消灯
「巻付中　走行禁止」ＬＥＤ点灯

パトライト点灯
ブザーが鳴る

（連続音　ピーーー）

ク 走行停止

ケ 「強制繰出」ボタンを押す

コ ネット・トワイン巻付動作

サ

「ゲート開」ボタンを押す

（ボタン押し時間１秒以内）

（ワンタッチ）

※２
シ ゲートが開く

	 �

ス ベール排出

	 � ※５

セ ゲートが閉じる

ソ

パトライト消灯

「巻付中　走行禁止」ＬＥＤ消灯

「作業可」ＬＥＤ点灯

ブザーが鳴る（連続音　ピーーー）

※４

タ
「ゲート開」ボタンを押し続ける

（ボタン押し時間１秒以上）

チ ゲートが開く

※３
ツ ベール排出

テ 「ゲート開」ボタンを離す

ト ゲートが閉じる

ナ

パトライト消灯
「巻付中　走行禁止」ＬＥＤ消灯

「作業可」ＬＥＤ点灯
ブザーが鳴る（連続音　ピーーー）

（注）

運転者の操作が必要な動作

※１	電源投入後、通常は「全自動」モードになり

ます。モード選択は「モード切替」ボタンで

切り替えてください。

※２	ゲート開動作からゲート閉動作まで自動で動

作します。

※３	「ゲート開」ボタンを１秒以上長く押してゲー

ト開動作をさせた場合、ゲートが開ききる前に

「ゲート開」ボタンから手を離すとゲートが閉

じ、ベール排出できないことがあります。ベー

ルの排出を確認してから「ゲート開」ボタン

より手を離してください。

※４	ベールイジェクタのセンサ関係不良で「全自

動」モードが使用できず「手動」モードでや

むをえず作業する場合、サ～ソの機能が働き

ませんのでゲート開動作は、「ゲート開」ボタ

ンを押し続けてゲート開動作を行うタ～ナの

手順で操作してください。
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※５	表示部に番号「１０」が点滅し、ブザーが鳴り（間

欠音　長ピー、ピー、ピ一、・・・）ゲートが

自動で閉じる場合はベール排出不良を示して

います。本機横の「ゲート開」ボタンを押しゲー

トを開き、ストップバルブを閉じてゲートが閉

まらない事を確認し、トラクタのＰＴＯ、エン

ジン、ソウサボックスの電源を切ります。その

後、ロールベーラ内よりベールを引き出します。

ベール排出後、ストップバルブを開きゲート

を閉じ作業を始めてください。

※６	ボトムプレート部に大量の作物や異物が入る

などして同部が下がると、ソウサボックスのブ

ザーが鳴ります。（間欠音　短ピッピッピッ）

その場合は、作業速度を落とすか拾い上げ作

業を停止し、ブザーが鳴りやむのを待ってく

ださい。

	 又、頻繁にブザーが鳴る場合は、走行速度を

落とし、同部へ作物が大量に入らないように

調整してください。

※７	表示部に番号「１１」が点滅し、ブザーが鳴る

（間欠音　長ピー、ピー、ピー、・・・）場合は、

バインディング作動エラーを示しています。ト

ラクタのＰＴＯ、エンジン、ソウサボックスの

電源を切ります。その後バインディング装置

をセットして作業を始めてください。

 危 険

●	ベールをチャンバ内から手作業で引き出すと

き、ストップバルブを閉じないで作業すると

ゲートが閉じ、死亡または重傷を負うことが

あります。ストップバルブを「閉」側に切替

えてください。その後ゲートロックを取り付

けてください。
●	ベールをチャンバ内から手作業で引き出した

後、ストップバルブを開くときに他者がゲー

ト下およびチャンバ付近にいると、降りてき

たゲートに挟まれ死亡または重傷を負うこと

があります。ご自身を含め安全を確認してか

らストップバルブを開いてください。
●	ベールをチャンバ内から手作業で引き出すと

きにローラが駆動していると、ローラに巻き

込まれ死亡または重傷を負うことがありま

す。ＰＴＯ、エンジンを切ってください。

取扱い上の注意

	「手動」モードを選択した場合、バインディ

ング装置はソウサボックスより「強制繰出」

ボタンを押して作動させます。自動には繰出

されません。

	 ベール排出は「ゲート開」ボタンを押して行

います。自動では排出されません。

	「ゲート開」ボタンの押し方で作業手順が変

わります。使用者の作業スタイルでご使用く

ださい。

	 センサ不良のため「手動」を使用される場合、

ネットバインディング装置のネット切断ナイ

フがリセット位置にあることを確認し、強制

繰出操作を行ってください。

ア．	トラクタエンジンを始動します。

イ．	ソウサボックスに電源を入れます。

ウ．	「モード切替」ボタンでモードを「手動」にし

ます。

エ．	トラクタＰＴＯを始動します。

	 ＰＴＯ回転数は梱包対象の種類・状態により

異なります。

オ．	「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の調整」

にしたがって牧草・稲ワラを拾上げてください。

カ・キ・ク．梱包が満了になるとトラクタの走行

停止のみを知らせるブザーが鳴り（連続音 

ピーーー）、「作業可」ＬＥＤが消灯し、「巻付中 

走行禁止」ＬＥＤとパトライトが点灯します。

	 「ソ」又は「ナ」が終了するまで走行しないで

ください。

取扱い上の注意

	 ＰＴＯを切らないでください。ベールの回転

が止まり、ネット・トワインの巻付け不良が

発生します。

ケ・コ．「強制繰出」ボタンを押して、バインディ

ング装置を作動させネット・トワインを巻付け

ます。巻付けが終了すると、ネット・トワイン

が切断されバインディング装置が停止します。

サ・シ．バインディング装置停止後、「ゲート開」

ボタンでゲートを開き、ベールを排出します。

取扱い上の注意

	「ゲート開」ボタンの押し方（押し時間）で

手順が変わります。

ス・セ．排出したベールはベールイジェクタにより

後方へ送られます。このとき、ベールイジェ

クタに設置されたセンサが反応し、自動でゲー

トを閉じます。
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ソ．	「巻付中　走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消

灯し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を

行なえる状態に移行します。走行して問題あ

りません。

タ・チ．バインディング装置停止後、「ゲート開」

ボタンを押し続けてゲートを開き、ベールを

排出します。

ツ．	排出したベールはベールイジェクタにより後

方へ送られます。

テ・ト．「ゲ―ト開」ボタンを離すとゲートが閉じ

ます。

ナ．	「巻付中　走行禁止」ＬＥＤ、パトライトが消

灯し、「作業可」ＬＥＤが点灯し、梱包作業を

行える状態になります。走行して問題ありま

せん。

４　運　　搬

 危 険

●	公道走行するときは公道走行関連法令を守

り、周囲の安全確認を必ず行ってください。

	 また、トラクタおよび作業機の周囲に人を近

づけさせないでください。

	 　守らないと、周囲の人を巻き込み、死亡ま

たは重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときはＰＴＯを入れないでくだ

さい。

	 　守らないと、周囲の人を巻き込み、死亡ま

たは重傷を負わせることになります。
●	公道走行するときは、運行速度１５ｋｍ /ｈ

以下で走行してください。

 警 告

●	公道走行するときは必ず移動形態にしてくだ

さい。
●	公道走行時には、トラクタと作業機をセーフ

ティーチェーンで連結してください。

	 　守らないと、不意に連結装置が分離したと

きに重大な事故となる可能性があります。

１.	移動形態

	 公道を走行するときは必ず移動形態にしてください。

A
矢視 A

ピックアップを持ち上げる

ゲージホイールを収納位置にする

セーフティーチェーンでトラクタと連結する

ステップとスタンドを上げる

ネットロールを取り外す

回転灯を取り外す



- 44 -

（１）	ＰＴＯを切ってください。

（２）	ソウサボックスのピックアップ「上」ボタンを

押して最上まで上げ、サポートピンを移動位置

の穴に入れ、ピックアップを「下」ボタンを押

してサポートピンにピックリフトを当ててくださ

い。

取扱い上の注意

	 電動シリンダにはトルクリミッタ（保護機構）

が内蔵されており、最伸時、最縮時の各スト

ロークエンドで作動します。

	トルクリミッタが作動すると「カチカチ」と

言う音がします。

	トルクリミッタを作動させ続けると、ロッド

の送りネジが噛み込み、ロッドが動かなくな

ることがあります。

	「カチカチ」と鳴ったらすぐにボタンから手を

離してください。

	 電動シリンダのストロークエンドで動かなく

なったときは電動シリンダを取り外してか

ら、電動シリンダのロッドを伸びきった状態

の場合は左に回すことで、逆に縮みきった状

態の場合は右に回すことで噛み込みを解除で

きます。

（３）	ゲージホイールを収納位置に取り付けます。

（４）	トラクタロワーリンクを昇降する油圧レバーを

操作して、パワージョイントが抜けない上限

位置までロワーリンクを持ち上げてください。

	 また、２Ｐフレームとパワージョイントが当た

らない上限位置までロワーリンクを持ち上げて

ください。

取扱い上の注意

	 ほ場の出入りや畦越え時、ゲージホイールに

よりピックアップが持ち上がり、ドローバに

クロップカバーが当たり破損する場合があり

ます。ほ場の出入りや畦越え時はゲージホ

イールを収納位置にし、ピックアップが地面

に当たらないないよう移動してください

 注 意

●	ロワーリンクを上げすぎると、パワージョイ

ントが２Ｐフレームに当り、パワージョイン

トが破損し、ケガをすることがあります。必

ず上限を確認し守ってください。

（５）	ステップ、スタンドが移動形態になっているか

確認してください。

	 なっていない場合は、移動形態にしてくださ

い。

（６）	セーフティチェーンがトラクタ及び作業機に

緩みなどなく確実に連結されているかを確認

してください。
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（７）	ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮで長距離移動後に

作業を行う場合、スチールローラとゴムローラ

よりネットが５０～１００mm出ているのを確認

してください。ネットが出ていない場合は、ブ

レーキアームを解除し、ネットを弛ませた状

態でスチールローラを手で回転させ、ネットを

５０～１００mm出してください。

ブレーキアームスチールローラ

50
～
10
0ｍ

ｍ

ネット

ゴムローラ

 注 意

	 スチールローラを手で回す際、ゴムローラと

スチールローラの間に手が挟まれる恐れがあ

ります。気を付けて作業を行ってください。

（８）	ベールを機体内（チャンバ内）に入れたまま

長距離移動しないでください。

取扱い上の注意

	 ベールをチャンバ内に入れたまま長距離移動

すると、遠心力や走行振動でベールがチャン

バ内で動き機体が破損する場合があります。

やむをえずベールを入れたまま運搬しなけれ

ばならない場合、ゲートが動かない様に、ス

トップバルブ；１／４を閉じて、ゲート開動

分動かない様にしてください。ただし、機体

の損傷、破損、及び事故などは責任を負えま

せん。ご使用者の責任でおこなってください。

（９）	回転灯を取り外してください。

	 取り外した回転灯は外から見えないところに

格納してください。
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４　作業が終わったら

長持ちさせるために、手入れは必ずしましょう。

 注 意

●	動力を切らずに、回転部・可動部の付着物の

除去作業などを行うと、機械に巻き込まれて

ケガをする事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１　作業後の手入れ

１.	ソウサボックスの電源ボタンをＯＦＦにし、電

源コードを外してください。

２.	ピックアップ装置部・カッティング装置部に付

着した牧草などの収穫物を、ほ場の中で取り除

いてください。

３.	トワイン・ネットバインディング部に堆積した

ゴミなどを取り除いてください。

４.	ローラに付着した牧草などの収穫物は、除去し

てください。

５.	両側面の駆動部に堆積したゴミなどを取り除い

てください。

６.	破損した部品、消耗した部品を交換・補充して

ください。

７.	「5-1 点検整備一覧表」に基づき駆動部、連結

部などを点検してください。

８.	「5-4 主要消耗品一覧表」に記載の項目につい

て点検してください。

９.	「2-3 給油箇所一覧表」に基づき油脂を補給し

てください。

10.	ＰＴＯ軸・ＰＩＣ軸・パワージョイントスプラ

イン部など、塗装されていない露出部は、錆を

防ぐためにグリースを塗布してください。

11.	トラクタから作業機を外すときは、スタンドを

たててから行ってください。

12.	トラクタから作業機をはずしたら、パワージョ

イントは２Ｐフレームのジョイントサポートに

納めてください。

13.	ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮの場合、作業機よ

りネットロールを外しておくか、ブレーキアー

ムを解除し、ネットロールを矢印方向に回転さ

せネットを弛ませてください。

	 コットンネットは外して雨があたらない風通し

のよい所で保管してください。

ブレーキアーム

ネットロールネット

ネットを緩ませる

14.	ソウサボックスは風雨のあたらない所に保管し

てください。

取扱い上の注意

	 洗車清掃を行う場合は、バインディング装置、

電装部品、コネクタ部分に水がかからないよ

う注意してください。
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２　トラクタの切り離し

 注 意

●	作業機をトラクタから切り離すとき、傾斜地

や凹凸地または軟弱地などで行うと、トラク

タが不意に動きだし、思わぬ事故を起こす事

があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	作業機をトラクタから切り離すとき、輪止め

をせずに行うと、作業機が暴走して思わぬ事

故を起こす事があります。

	 切り離すときは、必ず、スタンドを接地させ、

作業機の車輪に輪止めをしてください。

１.	トラクタのエンジンをとめ、駐車ブレーキをか

けてください。

２.	作業機の車輪に輪止めをしてください。

３.	トラクタの油圧取出口からカプラを切り離して

ください。

	 切り離した油圧ホースは束ねて、紐などで作業

機に固定してください。

	 また、配線コード、灯火装置のコードのコネク

タを切り離してください。

４.	セーフティーチェーンをトラクタ側から外し、

２Ｐフレームに収納してください。

２Ｐフレーム

セーフティーチェーン

５.	ＰＴＯ軸からジョイントを外してください。

６.	作業機のスタンドを下げ、スタンドが接地する

まで２Ｐヒッチを下げてください。

７.	ロワーリンクピンに差し込まれているリンチピ

ンを抜き、ロワーリンクピンからロワーリンク

を抜いてください。

８.	トラクタのエンジンを始動し、静かに前進させ

てください。

９.	取り外したリンチピンは保管してください。

３　長期格納するとき

１.	機械各部の清掃をしてください。

２.	点検整備一覧表に基づき駆動部などを点検して

ください。

	 又、破損した部品、消耗した部品を交換・補充

してください。

３.	給油箇所一覧表に基づき油脂を補給してください。

	 又、回転・回動支点及びパワージョイントのク

ランプピンを含む摺動部には注油し、ＰＴＯ軸・

ＰＩＣ軸・ジョイントスプライン部にはグリー

スを塗布してください。

４.	塗装の損傷部を補修塗装するか、または油を塗

布し、錆の発生を防いでください。

５.	機械は風通しの良い屋内に保管してください。

６.	やむをえず屋外に保管するときは、シートを掛

けてください。

７.	ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮの場合、機械より

ネットロールを外し、風通しの良い屋内に保管

してください。

８.	トラクタに作業機を取付けたまま格納する場合

は、バッテリ切れを防止する為ソウサボックス

から電源コードを外してください。

９.	ソウサボックスは室内に保管してください。
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５　点検と整備について

調子よく作業するために、定期的に行いましょう。

機械の整備不良による事故などを未然に防ぐため

に「5-1 点検整備一覧表」、「5-4 主要消耗品一覧表」

に基づき、各部の点検整備を行い、機械を最良の

状態で、安心して作業が行えるようにしてください。

タイン、シャーボルト、ナイフ、トワイン、ネット

は消耗品となっています。摩耗、折損、消耗したと

きは交換、補充してください。

 危 険

●	ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲート

が閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うこ

とがあります。

	 ストップバルブを「閉」側に切替えてゲート

を確実に固定してください。

	 その後ゲートロックを取り付けてください。
●	ゲートを閉じるとき、中に人がいるとゲートに

挟まれて死亡または重傷を負うことがありま

す。周囲に人を近づけないでください。
●	トワイン巻付装置を調整するとき、ローラに接触

すると巻き込まれ、ケガをする事があります。Ｐ

ＴＯおよびエンジンを切ってから行ってください。
●	運転中または調整中、ネットフレーム内に手

を入れると、ナイフが動き、ケガをすること

があります。ネットフレーム内には絶対に手

を入れないでください。

 警 告

●	ゲートを開けて点検・調整するときは、ロー

ラとロータが回転しないようにシャーボルト

を外してください。

 注 意

●	ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調

整を行うとき、第三者の不注意により、不意

に降下し、ケガをする事があります。

	トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし

て行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと本

機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす

事があります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備す

ると、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可動

部がとまっている事を確かめて行ってください。
●	調整または清掃中、トワインバインディング

内に手を入れるとナイフで手をケガすること

があります。手がナイフに触れないよう気を

付けて作業を行ってください。

１　点検整備一覧表

時　　　　間 チェック項目 処　　　　　　　置

新品使用１時間
全ボルト・ナットのゆるみ
ローラチェーンのテンションスプリングのゆるみ

増し締め
調整

作 業 前
作 業 後

機械の清掃
灯火器の点灯不良
ピックアップタイン切損
バインディングナイフ摩耗
カッティングナイフ磨耗・破損
シャーボルト切損
トワイン消耗（TRB・TCR2250AT）
ネットロール消耗（TRB・TCR2250AN）
給油装置オイル消耗

タイヤ空気圧	 走行用12.5L-15-8PR
　　 〃 	 ゲージホイール用11×4.00-5-4PR
ボルト・ナット・ピン類のゆるみ、脱落

駆動系の異常音・異常振動
パワージョイント、カバー、チェーン破損
回転部・可動部の給油、注油、給脂
各部調整
カラ運転をして異音、異常発熱がないか

配線、灯火器の修理・交換
交換
交換
研磨・交換
交換・補充
補充　　部品番号  TP12000
補充　　部品番号　NET1020 又は CNET1020
リザーブオイルタンクに補充
	 ギヤオイル VG220
280kPa、2.8kgf/ ㎠
320kPa、3.2kgf/ ㎠

「2-1-3 製品本体の点検」に基づき増し締め・部品の補給
「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置交換

「5-3 各部の調整」に基づき調整
「6-1 不調処置一覧表」に基づき処置

シーズン開始前 ナイフアームのセット調整 「5-3-14 ナイフアームのセット調整」に基づき調整

シーズン終了後

破損部
タイン等消耗部品
各部の清掃
塗装損傷部
回動支点・ピン等の摩耗

補修
早めの部品交換

塗装または油塗布
部品交換
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２　ゲートロックの取扱い方法

 危 険

●	ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲート

が閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うこ

とがあります。

	 ストップバルブを「閉」側に切替えてゲート

を確実に固定してください。

	 その後ゲートロックを取り付けてください。
●	ゲートを閉じるとき、中に人がいるとゲート

に挟まれて死亡または重傷を負うことがあり

ます。

ゲートロックの方法は下記手順で行います。

前方 

本機右側

（１）	ソウサボックスの電源を入れます。

（２）	ゲート開閉のストップバルブを「開」側（図の

状態）に切り替えます。

（３）	トラクタのエンジンを始動させて、ＰＴＯを回

しながら制御ボックス；１（ネット・トワイン

ケーシング部）の「ゲート開」ボタンを押します。

（４）	ゲートが上昇したら「ゲート開」ボタンを押し

ながらストップバルブを「閉」側に切替え、「ゲー

ト開」ボタンから手を離します。

（５）	トラクタのＰＴＯエンジンを停止させ、回転部

や可動部が止まっていることを確認します。

（６）	デルタピンを外し、ゲートロックを手で支え

フックを矢印の方向に動かし解除します。

（７）	ゲートロックを回転させ下図の位置にセットし

固定してください。デルタピンは元の位置に

差し込んでください。

取扱い上の注意

	 ゲートを開けたまま走行しないでください。

（８）	点検・調整終了後、逆の手順でゲートロック

を収納します。その後、中に人がいない事を

確かめストップバルブを「開」側に切替えます。
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３　各部の調整

１.	ローラチェーンの張り調整

ローラチェーンは、使用するにつれて少しずつ伸び

が生じます。

円滑な動力の伝達をするために、ローラチェーンの

張り調整を行ってください。

特に、最初の使用では初期伸びが生じますので、

使用後に必ず張り調整を行ってください。

（１）	ローラ、ロータ、スクリュー駆動部

	 ローラチェーンの張り調整は、スプリング長さ

をボルト・ナットで調整して行います。

	 各部のスプリング長さは、次の通りです。

Ａ＝

Ｂ＝

Ｃ＝

Ｄ＝

Ｅ＝

Ｆ＝

６５mm

６５mm

６５mm

２５mm

１８０mm

６５mm

（左右２ヶ所）

（２）	パワーパッケージ

	 パワーパッケージを駆動しているローラ

チェーンの張りは、パワーパッケージをスライ

ドさせるか、テンションローラで調整が行えま

す。

	 チェーンの張りが、ローラチェーンの中央部を

手で押して、たわみ量が５mm 程度によるよう

に調整してください。

	 張り過ぎると、チェーンの早期破損や、パワー

パッケージの破損に繋がりますので適正な張

りで調整してください。

（３）	ピックアップ駆動部

	 ボルトをゆるめ、テンションローラを動かして

ローラチェーンの張りを調整し、ボルトを締め

てください。

	 張りの強さは、ローラチェーンの中央部を指で

押してたわみ量が１２mmになるのが適正です。

（４）	トワインバインディング駆動部

	 ボルトをゆるめ、ジクウケを動かして、ローラ

チェーンの張りを調整し、ボルトを締めてくだ

さい。

8

	 張りの強さはローラチェーンの中央部を５kgで

押してたわみ量が８mmになるのが適正です。
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２.	スリップクラッチの調整

スプリング（６本）長さＡは２６mmに調整してくだ

さい。

取扱い上の注意

●	スプリングは、必ず上記指示の寸法に調整し

てください。不適正な調整は、作業機の破損

の原因になります。
●	フェーシングプレート部には、絶対に給油し

ないでください。
●	スプリング調整時、フェーシングプレートの

消耗具合を確認してください。

	 消耗が激しい場合は、部品表を参考に部品を

交換してください。

３.	ピックアップの浮動調整

ピックアップの浮動調整は、スプリングステーのネ

ジ部の長さＬを調整して行います。

作 業 状 態 Ｌ

ピックアップが不安定に上下

にゆれて、拾いのこしが出る
７０mm

標 準 ７５mm

地面への追従が悪く、土・泥

を多く拾う
８０～９０mm

取扱い上の注意

	 スプリングステーの調整は、左右等しく行っ

てください。

４.	シャーボルトの交換要領

ローラ駆動とロータ駆動系にそれぞれ安全装置が

設けられています。

（１）	ローラ駆動部シャーボルト

	 本機左前側のカバーの内部にあり、過負荷時

に切断し、各部が停止しますので、原因を取

り除いてシャーボルト（Ｍ８×３２）を交換し

てください。

取扱い上の注意

	 シャーボルトは純正品（Ｍ８×３２）を使用

してください。

	 よく切損する場合は、梱包圧の設定を低くす

る、作業速度を遅くしてください。

（２）	ロータ駆動部シャーボルト

	 本機右前側のカバーの内部にあり、過負荷

時に切断し、ロータの回転が停止しますの

で、原因を取り除いてシャーボルト（Ｍ１０×

５５）を交換してください。

取扱い上の注意

	 シャーボルトは純正品（Ｍ１０×５５）を使

用してください。

	 よく切損する場合は、ウインドローを小さく

する、作業速度を遅くしてください。

５.	スクリューとスクレーパのすきま調整

スクリューとスクレーパのすきまを０．５～２．５mm

に調整してください。
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６.	ロータとスクレーパのすきま調整

ロータとスクレーパのすきま調整０．５～２mmに調

整してください。

（１）	スクレーパＬ、Ｒ（両端）のボルトを緩めて調

整します。

７.	スクレーパ調整（ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＴ）

（１）	草がローラに巻きつくと、スクレーパが回動し

て、ローラから離れます。巻きついた草を除

去した後、トワインケーシング内側のカバー（の

ぞき窓）を開けてスクレーパをローラ側に押し

戻してください。

（２）	スクレーパとローラのすき間は０～２mmです。

すき間が広いときはスクレーパの取付ボルト

をゆるめて調整してください。

取扱い上の注意

	 スクレーパがローラから離れた状態で使用す

ると、トワインがローラの間から出ることが

あります。このため、トワインがベールの一

部分にしか巻き付けられないなどの不具合が

発生します。

８.	ＦＬローラとスクレーパの調整

ＦＬローラにスクレーパが接するように調整してく

ださい。隙間がある場合は、スクレーパ取り付けボ

ルトを緩めて調整してください。

ロータスクレーパへの取り付けは下図の位置に取り

付けてください。

（ＴＲＢ２２５０ＡＴ、ＴＣＲ２２５０ＡＴ）

９.	梱包密度検出リンクの調整

（１）	ロッキングフックとゲートのカラーのすきまを

Ａシムで調整します。

	 Ｌ１＝２mmが最適です。

（２）	ロッドＢの長穴とボルトのすきまをロッドＢの

フォークエンドで調整します。

	 Ｌ２＝７mmが最適です。

（３）	スプリングＣがトリップレバーの穴にピンＥを

かけても手で抜ける程度にスプリングステー

Ｄの長さを調整します。

取扱い上の注意

	 スプリングＣを張りすぎないでください。

	 ロッキングフックがカラーにかからなくなる

ことがあります。

10.	トワインテンションの調整

	 （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＴ）

スプリング長さを２５mmに調整してください。

※	テンションプレートが摩耗し、トワインに圧力

がかからない場合は、部品交換してください。
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11.	アームテンションスプリングの調整

	 （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＴ）

左側スプリング長さＡは３７mmに、右側Ｂは３２mm

に調整してください。

12.	バインディングナイフの調整

	 （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＴ）

ナイフの切れ味が落ちてきたときは、裏返して取付

けてください。

裏返しても切れ味が悪いときは、部品交換してくだ

さい。

取扱い上の注意

	 ナイフは、スター純正部品を使用してください。

13.	Ｖベルトのストッパと張り調整

（１）	Ｖベルトがつれ回る場合はベルトストッパを

Ｖベルトと軽く接触する程度まで調整してく

ださい。

	 ベルトストッパはＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＴ

は２ケ所、ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮは１ケ

所あります。

（２）	トワイン・ネットを繰出すテンションクラッチ

のＶベルトがすべる場合は、Ｖベルトの張り

量を調整してください。

14.	ナイフアームのセット調整

	 （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮ）

（１）	ボタンボルトを軽く緩め、アーム先端のラッチ

がストッパに掛かる様にストッパの位置を仮

決めします。

（２）	クランクアームを左右に動かしシャフトを回転

させてラッチがストッパから外れる様にボルト

でストッパの位置の調整を数回行い位置を決

めます。

	 ラッチが外れた際に、シャフトの突起とストッ

パ先端までの距離が3.5～4.5mmになるように

してください。

3.5～4.5

（３）	ゲートを開閉し、ラッチがストッパに掛かる事

を確認してください。

（４）	掛からないときはロッドの長さをフォークエン

ドで調整します。

（５）	ゲート開操作を行い、ロッドがアームを押し

切った状態でストップバルブをとじてロック

し、ストッパとラッチのスキマを確認します。

	 ストッパとラッチのスキマが 8～ 10mm 程度と

なる様にロッド長さを調整します。

8～10
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15.	ナイフとシャバーの調整

	 （ＴＲＢ・ＴＣＲ２２５０ＡＮ）

ロックボルトを１／２回転程度緩めてからボルトで

ナイフとシャバーのスキマがなくなるように調整し

てください。（ナイフの先端がシャバ一面取り角部

から２～３mmになるように調整してください。）

シャバーは裏返しでも使用できます。

16.	ロッドの長さと取付穴位置

17.	ネット保持力の調整

スプリング長さは、２３mmを基準とし、ネットのは

さまり、繰出しが良くなるように調整してください。

スプリングを伸ばすとネット保持力は弱まり、縮め

るとネット保持力は強くなります。

ネットがローラ部で滑り繰り出せない場合はネット

保持力を強くし、ゴムローラに巻きつく場合はネッ

ト保持力を緩めてください。

取扱い上の注意

	 スプリングを強くしすぎるとネット繰出し失

敗の原因となります。スプリングの調整は不

調処置の場合に行ってください。

23㎜

18.	ネット・スクレーパ調整

ゴムローラとスクレーパのすきまＬは０.５～０.８mm

に調整してください。位置調整は、左右のボルトを

ゆるめスクレーパが適正な位置になりましたら、ボ

ルトを締めて固定してください。

19.	給油装置の調整

本作業機に装備されている給油装置は、ゲートの

開閉に連動した自動給油装置です。

（１）	レバーを穴ガタ分上に上げたときのブラケット

とすきまＡを１３mmに調整します。

（２）	レバーを手で動かして、各ブラシからの給油

量を、ブンパイキの調整ネジＢで調整します。

調整後、ロックナットを締めてください。

（３）	本機後方から見て左側と右側にブンパイキは

あります。どちら側も調整してください。

取扱い上の注意

	 ブンパイキはアルミニウム製のためロック

ナットを締めすぎるとネジ部が破損すること

があります。

	 ロックナットを締め過ぎないよう注意してく

ださい。

（４）	ローラチェーンのオイルが乾き易いときは、Ａ

寸法を小さめに調整してください

取扱い上の注意

	 リザーブオイルタンクに指示されているオイ

ルの上限位置は、作業機とは関係ありません。

	 補充時は、タンク一杯まで（最大１．５Ｌ）

オイルを補充してください
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20.	バインディングセンサ

（１）	トワイン

	 トワインバインディングのキンセツスイッチ

は、キンセツスイッチとカーソルのすき間を平

行に１～２mmになるようにスイッチベースＣ

Ｐ；トワインを位置調整します。

	 左右方向もカーソルとキンセツスイッチ反応

部が位置的に重なるように調整します。

（２）	ネット

	 ネットバインディングのキンセツスイッチは、

リセットレバーとのすき間を１～２mmに調整

してください。調整は、ナイフリセット状態位

置で行ってください。

21.	イジェクタセンサ

ベールイジェクタのボルトの高さを調節して、キン

セツスイッチとのすき間を２～３mmに調節してくだ

さい。

22.	ベールイジェクタテンションの調整

ベールイジェクタテンションの調整は、スプリング

ステーのネジ部の長さＬを調整して行います。
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23.	ボトムプレートセンサと満了センサの調整

ボトムプレートセンサおよび満了センサの関連部を調整・変更した場合、またはソウサボックスを交換した場

合は、ソウサボックスの初期設定が必要です。以降の手順に従ってボトムプレートセンサの初期位置（閉じ

た位置）、および満了センサの初期位置（ゲートの閉じた位置および満了時の位置の2点）の記録を行ってく

ださい。

取扱い上の注意

	 どちらかのセンサ単体を調整する場合でも、必ずボトムプレートセンサと満了センサの位置を調整した

上で、満了センサの初期設定を行ってください。初期設定時、ボトムプレートセンサと満了センサの初

期位置は同時に記録されます。

（１）	準備

トラクタのエンジンは切っておきます。

①	ゲート・ボトムプレートともに閉じた状態（ゲートはフックがかかった状態）にしてください。

②	本機右側の前方のカバーを開け、ゲート側上部のカバーを取り外します。

③	ロッキングフック部の部品を外します。

  ・	ピン；１０×４０（部品表 No1）を外し、フォークエンド（No2）とブラケット（No3）を分離します。

  ・	No4～ 7を外し、トリップレバー（No8）とスプリング（No9）を分離します。

	 本機右側  ロッキングフック部
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（２）	初期設定モードの説明

①	「モード切替」「ゲート開」ボタンを押しながら「電源」ボタンを押して電源を入れます。

②	電源が入ったら「電源」ボタンから手を離します。

③	ブザーがピッ、ピッと鳴ったらすべてのボタンから手を離します。

④	起動直後は数値表示部に満了センサの読みが表示されます。

 ※	この状態で「表示切替」ボタンを押すと、ボタンを押すごとにＬＥＤが切り替わり、対応する数値が表示

されます。

点灯 LED 数値表示

ベール個数 満了センサの「ゲート閉位置」の記録値

梱包圧設定 ボトムプレートセンサの記録値

ベール個数・梱包圧設定（２つ点灯） 満了センサの「満了位置」の記録値

満了センサ（点滅） 満了センサの読み

床板センサ（点滅） ボトムプレートセンサの読み

（３）	ボトムプレートセンサの調整

①	ボトムプレートの角度センサを長穴の中央部で取り付けます。

②	Ｌ寸法が８～１０mmになるように、レバーを取り付けてください。

③	必要に応じて「表示切替」ボタンを押して「床板センサ」ＬＥＤが点滅した状態にし、数値が５以上であ

ることを確認してください。

	 数値が範囲から外れているときは角度センサの向きを調整するか、レバー取付ボルトを緩めてレバー位置

を調整して、数値が範囲内になるように取り付けてください。
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（４）	満了センサの調整

①	満了センサの角度センサを長穴の中央部で取り

付けます。

②	必要に応じて「表示切替」ボタンを押して「満

了センサ」ＬＥＤが点滅した状態にし、数値が

５～３００の範囲にあることを確認してくださ

い。範囲から外れているときは角度センサの向

きを調整し数値が範囲内になるように取り付け

てください。

（５）	 満了センサのゲート閉位置の設定

満了センサ、ボトムプレートセンサの調整が終わっ

たら、満了センサのゲート閉位置（トリップレバー

がクッションに当たる位置）を設定します。

①	「モード切替」ボタンを約３秒間長押しします。ブ

ザーがピーッと鳴ったらボタンから手を離します。

 ※	満了センサまたはボトムプレートセンサが範

囲から外れているときは、ボタンを押している

間ブザーがピッ、ピッと鳴り続けます。その場

合は各センサの取り付けを調整し、数値が範

囲内になるように取り付けてください。

 ※	この状態ではまだ数値が記録されません。続

けて「満了センサの満了位置の設定」を行っ

てください。

クッショントリップレバー 

角度センサ 

ゲート閉位置 

（６）	満了センサの満了位置の設定

つづけて満了センサの満了位置を設定します。

「満了センサ」ＬＥＤが点滅した状態にし、センサ

の数値を確認しながら行います。

①	トリップレバーを倒し、図の寸法（トリップレ

バーのプレート角部とフレーム側角パイプ平

面部の寸法 )が４５mm（ゲート閉の位置から約

３０mm）となるようにしてください。フックを

少し持ち上げピンをかわしてください。

②	満了センサの数値が範囲内にあることを確認しま

す。満了センサの数値範囲は、（５）満了センサ

のゲート閉位置の設定で設定したゲート閉位置

に応じて異なります。範囲から外れているときは

手順（４）満了センサの調整に戻り数値がなるべ

く小さい値となるよう調整の上、（５）満了セン

サのゲート閉位置の設定を再度行ってください。

フック

ピン

満了位置 45mm

30mm閉位置から約

プレート 

角パイプ 

ゲート閉位置の記録値 満了位置の設定可能範囲

7 207～ 654

8～ 301
208～ 756

※この間で「ゲート閉の記録値」に応じて範囲が変化

302 502～ 757

	 ※閉位置は設定操作時に自動的に＋２して設定されます



- 59 -

24.	ゲート開センサの調整

①	トラクタのＰＴＯを回した状態にする。

②	作業機右側、ネット・トワインケーシング部に

ある、制御ボックスの「ゲート開」ボタンをゲー

トが一番開いた状態まで押し続ける。

③	「ゲート開」ボタンを押しながらストップバルブ

を「閉」側に切替え、ボタンから手を離す。

④	トラクタのＰＴＯを止めてゲートロックを取付

ける。

⑤	セーフティスタータスイッチ先端側固定ナット

を緩める。

	 ソウサボックスの「ゲート開」ランプが一番開

いたときに点灯する位置まで（矢印の方向）後

端側固定ナットを締め込みセーフティスタータ

スイッチを固定する。

	 ゲートロックを外してストップバルブを「開」

側に切替え、ゲートを閉める。

⑥	調整後、ソウサボックスの「ゲート開」ボタン

でゲート開閉作業を行い、ソウサボックスの

「ゲート開」ランプが、ゲートが一番開いたとき

に点灯する事を確認する。

取扱い上の注意

	 センサを出しすぎていると、ゲート開時にセ

ンサが破損します。

	 調整寸法で取り付けてください。

③	「ゲート開」ボタンを約３秒間長押しします。ブザーがピーッと鳴ったらボタンから手を離します。

④	「電源」ボタンを押してソウサボックスの電源を切ります（この操作を行わないと設定が記録されないの

でご注意ください）。

取扱い上の注意

※	満了センサまたはボトムプレートセンサが範囲から外れているときは、ボタンを押している間ブザー

がピッ、ピッと鳴り続けます。その場合は各センサの取り付けを調整し、数値が範囲内になるように

取り付けてください。

※	必ずゲート閉位置の設定と満了位置の設定を続けて行ってください。ゲート閉位置を設定し、満了位

置を設定しなかった場合は、通常通りに電源を投入したときエラー９３が発生します。

※	ゲート閉位置の設定、満了位置の設定を行う際、それぞれの操作でボトムプレートの位置が合わせて

設定されます。

（７）	調整確認の方法

①	ソウサボックスの電源を入れます。

②	梱包密度は「３」に設定してください（3-2-5 梱包密度の調整、3-3-2 ソウサボックスの操作方法）。

③	表示部は「満了センサ」の表示としてください（表示切替ボタンを操作し「満了センサ」ＬＥＤが点灯し

た状態、3-3-2 ソウサボックスの操作方法）。

④	「（６）満了センサの満了位置の設定」と同様にトリップレバーを満了位置（角パイプから４５mm）まで倒し

てください。この状態で満了となりブザーが鳴るか、数値表示が１００前後であれば正しく調整されています。
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４　主要消耗品一覧表

区 分 No. 部 品 番 号 部 品 名 称 個数 備 　考

ネット
1 NET1020 ネット；2000M 1 TRB・TCR2250AN
2 CNET1020 コットンネット；1800M 1 TRB・TCR2250AN

トワイン 3 TP12000 PPトワイン；12000 フィート 2/ 箱 TRB・TCR2250AT

シャーボルト
4 0469070000 シャーボルト；M8× 32 1 ローラ駆動

5 0440284000 シャーボルト；M10× 55 1 ロータ駆動

Vボルト 6 VLA040 Vボルト LA-40 オレンジ 1 バインディング駆動

ピックアップ 7 0852241006 タイン 48

ナイフ

カッティング 8 1337850006 ナイフ；L 9 TCR2250AT・AN

ネット
9 1326572004 ナイフ 1 TRB・TCR2250AN
10 1326540004 シャバー 1 TRB・TCR2250AN

トワイン 11 1020460000 ナイフ 2 TRB・TCR2250AT
クラッチ 12 0432480010 フェーシング 2 スリップクラッチ

タイヤ 13 0003820000 タイヤ；12.5L-15-8PR 2 走行用
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６　不調時の対応

万一、機械の調子が悪い場合は、不調処置一覧表

により処置をしてください。

 危 険

●	ゲートを開けて点検・調整中、不意にゲート

が閉まり、挟まれて死亡または重傷を負うこ

とがあります。

	 ストップバルブを「閉」側に切替えてゲート

を確実に固定してください

	 その後ゲートロックを取り付けてください。
●	ゲートを閉じるとき、中に人がいるとゲートに

挟まれて死亡または重傷を負うことがあります。

	 周囲に人を近づけないでください。
●	トワイン巻付装置を調整するとき、ローラに接

触すると巻き込まれ、ケガをする事があります。

	 ＰＴＯおよびエンジンを切ってから行ってく

ださい。
●	運転中または調整中、ネットフレーム内に手

を入れると、ナイフが動き、ケガをすること

があります。ネットフレーム内には絶対に手

を入れないでください。

 注 意

●	ロワーリンクで作業機を持ち上げて点検・調

整を行うとき、第三者の不注意により、不意

に降下し、ケガをする事があります。

	トラクタロワーリンクの油圧回路をロックし

て行ってください。
●	傾斜地や凹凸地または軟弱地などで行うと本

機が不意に動き出して、思わぬ事故を起こす

ことがあります。

	 平坦で地盤のかたい所で行ってください。
●	ＰＴＯおよびエンジンをとめずに点検・整備す

ると、第三者の不注意により、不意に作業機が

駆動され、思わぬ事故を起こす事があります。

	 ＰＴＯを切り、エンジンをとめ、回転部や可

動部がとまっている事を確かめて行ってくだ

さい。

１ 不調処置一覧表

症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

軸
受
部

●	異音の発生 ●	ベアリングの破損 ●	ベアリングの交換

●	異常発熱 ●	ワラなどの巻付き ●	巻付きを除去

２
Ｐ
フ
レ
ー
ム
部

●	異音の発生 ●	回転部に牧草等の巻付き ●	巻付きを除去

●	可動部の動きが

悪い

●	グリース不足
●	取付ボルトのゆるみ

●	グリース補充
●	調整、増し締め
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ピ

ッ

ク

ア

ッ

プ

部

●	異音の発生 ●	タインの切損
●	ロータフラッシュの破損
●	牧草・トワインの巻付き
●	カムローラベアリングの破損
●	ローラチェーンの給脂不良
●	ローラチェーンの張り不良

●	スリップクラッチのフェーシング

プレートの磨耗

●	タイン交換
●	ロータフラッシュ交換
●	巻付きを除去
●	部品交換
●	グリース塗布
●	｢5-3-1-3 ピックアップ駆動部」を参考に 

張り調整
●	部品交換

●	牧草を拾い残す ●	作業姿勢が適正でない

●	車速が速い
●	タインの切損
●	ピックアップの浮動調整不良

●	「3-2-1 ピックアップのタイン地上高の調整」

を参考に調整
●	車速を下げる
●	タイン交換
●	「5-3-3 ピックアップの浮動調整」を参考に

調整
●	牧草が詰まる ●	ＰＴＯ回転速度が遅い

●	スリップクラッチが作動している

●	車速が速い
●	ウインドローが大きい

●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転速度を調整
●	「5-3-2 スリップクラッチの調整」を参考に

調整
●	車速を下げる
●	「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考にウ

インドローを作る

ロ

ー

タ

部

●	異音の発生 ●	カッティングナイフの破損

●	ロータスクレーパの調整不良

●	ローラチェーンの給油不良
●	ローラチェーンの張り不良

●	ロータへの巻付き、つまり

●	「3-2-6-2 カッティングナイフ取外し」を参

考に、部品交換
●	「5-3-6 ロータとスクレーパのすきま調整」

を参考に調整
●	オイル補充、ブンパイキ調整
●	「5-3-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動部」

を参考に、張り調整
●	巻付き、つまり除去

●	ロータへの

	 巻付き、つまり

●	ＰＴＯ回転速度不良

●	車速が速い
●	ウインドローが大きい

●	ロータスクレーパの調整不良

●	シャーボルトが切断している

●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転速度を調整
●	車速を下げる
●	「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考にウ

インドローを作る
●	「5-3-6 ロータスクレーパのすきま調整」を

参考に調整
●	シャーボルト交換（Ｍ１０×５５）

ス

ク

リ

ュ

ー

部

●	異音の発生 ●	ローラチェーンの給脂不良
●	ローラチェーンの張り不良

●	スクリュースクレーパの調整不良

●	スクリューへの巻付き、つまり

●	グリース塗布
●	「5-3-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動部」

を参考に、張り調整
●	「5-3-5 スクリューとスクレーパのすきま調

整」を参考に調整
●	巻付き、つまり除去

●	スクリューへの

	 巻付き、つまり

●	車速が速い
●	ウインドローが大きい

●	スクリュースクレーパの調整不良

●	スリップクラッチが作動している

●	車速を下げる
●	「3-3-1 ウインドローの作り方」を参考にウ

インドローを作る
●	「5-3-5 スクリューとスクレーパのすきま調

整」を参考に調整
●	「5-3-2 スリップクラッチの調整」を参考に

調整
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ロ

ー

ラ

部

●	異音の発生 ●	ローラへの巻付き、つまり、泥付着
●	ローラチェーンの給油不足
●	ローラチェーンの張り不良

●	ローラがへこんでいる

●	巻付き、詰り、泥除去
●	オイル補充、ブンパイキ調整
●	「5-3-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動部」

を参考に、張り調整
●	ローラ交換

●	ローラへの

	 巻付き

●	ＰＴＯ回転数が遅い

●	ピックアップ部、カッティングロー

タ部、スクリュー部に牧草が詰まる
●	ローラがへこんでいる

●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転数を調整
●	各部の詰まりの項を参考に調整

●	ローラ交換
●	ベールがチャン

バ内で回らない

●	梱包密度が高すぎる
●	梱包するものが乾燥しすぎている、

短すぎる

●	「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整
●	「3-2-6 カッティングナイフの調整」を参考

に調整
●	ローラチェーン

の発熱

●	梱包密度が高すぎる
●	ローラチェーンの給油不良

●	ローラチェーンの張り不良

●	「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整
●	オイル補充、ブンパイキ調整「5-3-19 給油

装置の調整」を参考に調整
●	「5-3-1-1 ローラ、ロータ、スクリュー駆動部」

を参考に、張り調整

ロ
ッ
キ
ン
グ
フ
ッ
ク
部

●	作業中、ロッキ

ングフックが外

れる

●	ゲート開閉の油圧が完全に戻って

いない
●	ロッキングフックの調整寸法が

狂っている

●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転数を調整
●	「5-3-9 梱包密度検出リンクの調整」を参考

に調整

●	梱包が緩い ●	設定梱包密度が低い
●	トワイン巻数が少ない
●	車速が速い

●	「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整
●	「3-2-2 トワイン巻数の調整」を参考に調整
●	車速を下げる

ト

ワ

イ

ン

バ

イ

ン

デ

ィ

ン

グ

部

●	設定梱包密度に

達してもバイン

ディングが正常

に作動しない

●	バインディング装置が正規の初期

設定状態になっていない
●	トワインテンションのスプリング

調整不良

●	トワインプーリからトワインが外

れている
●	トワインのからまり、ひっかかり

がある

●	「1-4-4 トワインの通し方」を参考に調整

●	「5-3-10 トワインテンションの調整」

	 ｢5-3-11 アームテンションスプリングの調整」

を参考に調整
●	「1-4-4トワインの通し方」を参考に調整

●	トワインのからまり、ひっかかりを直す

●	設定梱包密度に

なる前にバイン

ディングが作動

する

●	バインディング装置が正規の初期

設定状態になっていない
●	ナイフの切れが悪く、みち糸が長

くなる
●	Ｖベルトでつれ回っている

●	「1-4-4 トワインの通し方」を参考に調整

●	ナイフを交換

●	「5-3-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」を

参考に調整
●	ベールがトワイ

ンから外れる

●	トワイン巻数が少ない
●	トワインの両端部がベールの端部

に近い

●	「3-2-2 トワイン巻数の調整」を参考に調整
●	「3-2-3 トワインガイドの調整」を参考に調整

●	トワインの切れ

が悪い

●	ナイフの切れが悪い ●	ナイフを交換
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ト
ワ
イ
ン
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部

●	トワインがロー

タ、ピックに巻

付く

●	トワインスクレーパが開いている
●	スクレーパとローラのスキマが広

い
●	スクレーパＡＳ；2240Ｌｏを外し

ている

●	トワインスクレーパを閉じる
●	「5-3-7 スクレーパ調整」を参考に調整

●	「5-3-8 ＦＬローラとスクレーパの調整」を

参考に、調整
●	牧草がスクレーパ

ＡＳ；2240Ｌｏに

詰まる

●	牧草が高水分である ●	スクレーパＡＳ；2240Ｌｏを外し作業してく

ださい

ゲ

ー

ト

開

閉

部

●	ベールが排出

されない

●	梱包密度が高すぎる
●	ウインドロー巾が広すぎる

●	アングル；Ｌ、Ｒのシム調整不良

●	急傾斜地で排出しようとしている

●	「3-2-5 梱包密度の調整」を参考に調整
●	「3-3-1 ウインドローの作り方」に基づきウ

インドローを作る
●	「3-2-7 ベール排出されない時の調整」を参

考に調整
●	平坦な場所で排出

●	ゲートが開かな

い

●	ストップバルブが閉じている
●	油圧系統の破損・油もれ

●	バインディングセンサ検知不良

●	ロッキングフック部の調整不良

●	排出時、ＰＴＯを止めている
●	パワーパッケージのオイルが不足

している
●	ソウサボックスの電源が入ってい

ない
●	コードが正規に取付けられていな

い

●	ストップバルブを開く
●	「2-2-2 ゲート開閉用油圧系統の点検」に基

づき手当て
●	「5-3-20 バインディングセンサ」を参考に調

整し断線がないか確認
●	「5-3-9 梱包密度検出リンクの調整」に基づ

き調整
●	ＰＴＯを回しながら排出
●	「2-3 給油箇所一覧表」に基づきオイル補充

●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に、ＰＴＯ回

転速度を調整
●	「1-4-2 ソウサボックスの取付」を参考に配

線をチェック

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部

●	動作不良

	 ゲートが開かない

	 ブザーが鳴らない

●	電源が入っていない
●	コード配線不良
●	コード切断
●	スイッチの調整不良
●	トラクタのバッテリ切れ
●	ソウサボックス破損

●	電源ＯＮにする
●	配線チェック
●	コード交換
●	スイッチ調整
●	トラクタのバッテリ充電、交換
●	ソウサボックス交換、雨風にあたらない所に

保管
●	巻付中　表示

部に「10」が点

滅する（間欠音 

長ピー、ピー、

ピー、・・・）

●	ベール排出不良 ●	安全を確認しながら、ベールをチャンバ内

より取り出す（「3-3-3 実作業の要領」参照）

●	作業中　表示

部に「11」が点

滅する

	（間欠音 長ピー、

	 ピー、ピー、・・・）

●	ゴムローラがＶベルトでつれ回って

いる
●	ブレーキアームがネットロールを押

さえていない
●	作業中に何らかの原因でバイン

ディング装置が作動
●	バインディングセンサ検知不良

●	「5-3-13　Ｖベルトのストッパと張り調整」

に基づき調整
●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に作業してく

ださい
●	バインディング装置をセットしてください

●	「5-3-20 バインディングセンサ」を参考に調

整し断線がないか確認
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部

●	全自動にならな

い

	 全自動から変わ

る

●	作業可ＬＥＤ

	 不点灯

●	電源投入時もしくはベール排出後

に「全自動」から「自動」「手動」

に切り替わる

●	ベールイジェクタセンサ、ボトムプレートセ

ンサ、満了センサ及びゲート開センサの不

良
●	「5-3-20 バインディングセンサ」、「5-3-23 

ボトムプレートセンサと満了センサの調整」、

「5-3-21 イジェクタセンサ」 を参考に調整・

チェック

●	全自動又は、ワ

ンタッチによる

ベール排出時、

イジェクタセン

サが反応して

いないのにゲー

トが閉じる

●	シャットオフバルフの動作不良

	（バルブの不良か電気系統の不良）

●	シャットオフバルブ、コード；セイギョボッ

クス； 1、制御ボックス； 1（本機中央下部）

の点検、交換

●	作業中ブザー

が鳴り続ける

	（ 間 欠 音　 短

ピッピッ）

●	ボトムプレートに作物や異物が挟

まり、ボトムプレートが下がって

いる
●	ボトムプレートセンサ破損

●	作物や異物を取り除く

●	センサ交換後、「5-3-23 ボトムプレートセン

サと満了センサの調整」に基づき調整

●	満了ブザーが

鳴らない

●	ソウサボックスの電源が入ってい

ない
●	コードが正規に取り付けられてい

ない
●	コードが切断している
●	センサの破損

●	電源をＯＮにする

●	コードを正規に取り付ける

●	センサ交換後、「5-3-23 ボトムプレートセン

サと相包密度検出センサの調整」に基づき

調整
●	電源を投入す

ると、ソウサ

ボックスの床板

センサＬＥＤが

点灯している

●	床板センサか電気系統に異常があ

る（位置がずれている。コネクタ

が外れている。故障している）

●	故障部品を交換、接続した上で「5-3-23  

ボトムプレートセンサと満了センサの調整」

に基づき調整

●	電源を投入す

ると、ソウサ

ボックスの満了

センサＬＥＤが

点滅している

●	満了センサか電気系統に異常があ

る（位置がずれている。コネクタ

が外れている。故障しているなど）

●	故障部品を交換、接続した上で「5-3-23   

ボトムプレートセンサと満了センサの調整」

に基づき調整
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ソ

ウ

サ

ボ

ッ

ク

ス

部

●	作業可ＬＥＤ、

巻付中走行禁

止ＬＥＤが交互

に点灯し表示

部に数字 0～ 2

が点滅

●	ソウサボックスと作業機側制御

ボックス間の通信不良

①	0が点滅：制御ボックス；1（本

体中央下部）とソウサボックス

間の通信不良

②	1が点滅；制御ボックス；2（ネッ

ト・トワインケース部）とソウ

サボックス間の通信不良

③	2が点滅；制御ボックス；2（ネッ

ト・トワインケース部）、制御ボッ

クス；1（本体中央下部）とソウ

サボックス間の通信不良

①	ソウサボックス、制御ボックス；1（本体

中央下部）の確認、交換

②	ソウサボックス、バスラインコード、制御

ボックス；2（ネット・トワインケース部）

の確認、交換

③	ソウサボックス、コード；ソウサボックス、

制御ボックス；2（ネット・トワインケース

部）、制御ボックス；1（本体中央下部）の

確認、交換

●	ソウサボックス

の電源を投入

後、作業可ＬＥ

Ｄ、巻付中走行

禁止ＬＥＤが交

互に点滅し、表

示部に 91～ 98

が点滅

●	記録値が適切でない

	（初期設定が適切に行われなかった）
●	何らかの原因で初期設定値が消失

した

●	91（最初の電源投入時）：

	 ソウサボックスを新たに購入した際、初期化

がなされていないので、一度電源を切ると

初期化される
●	92（ゲート閉位置とボトムプレート位置の不

良）：
●	93（満了位置の不良）

	 下記手順でセンサ位置の記録を行う

	「5-3-23 ボトムプレートセンサと満了センサ

の調整」

シ

ャ

ー

ボ

ル

ト

部

●	シャーボルトが

切断する

●	ＰＴＯの高速始動。
●	ピックアップ部に牧草が詰まって

いる
●	ローラに牧草が巻付いている
●	車速が速い
●	ウインドローが大きい

●	ソウサボックスのスイッチがＯＦ

Ｆになっている

●	低速回転で始動する
●	ピックアップ部の項参照

●	ローラの項参照、巻付きを除去
●	車速を下げる
●	「3-3-1 ウインドローの作り方」に基づきウ

インドローを作る
●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に作業してく

ださい

パ
ワ
ー
ジ
ョ
イ
ン
ト
部

●	異音の発生 ●	給油不良

●	ジョイント角度がつき過ぎている
●	パワージョイン卜の取付方向がト

ラクタと作業機側で逆になってい

る

●	パイプ（オス・メス）摺動部、スパイダ、安

全カバー取付部に給油
●	ロワーリンク上限を規制する
●	「1-5-4 パワージョイントの連結」を参照し、

チェック

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ナ
イ
フ
部
※
１

●	カッティングナ

イフが外れない

●	レバーを切換えていない

●	ゴミ等が詰まっている

●	「3-2-6-2 カッティングナイフの取外し」を

参照
●	ゴミ等の除去
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症　　状 原　　　　　因 処　　　　　　置

ネ
ッ
ト
バ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
部
※
２

●	ネットがローラ

に巻き付く

●	スクレーパが曲がってゴムローラ

とのスキマがひろくなっている

●	ナイフアームがネット切断状態

（ラッチがストッパから外れた）で

ネットを繰出した

●	スクレーパの曲がりを直す

	 TRB・TCR2250AN は、スクレーパすきまを調

整する
●	ゲートを全開し、ナイフアームがリセット位

置（ラッチがストッパにひっかかっている状

態）に止まるようにする。「1-4-5 ネットロー

ルの装着」の（5）参照
●	ネットが繰出さ

れない

●	プーリとＶベルトとの間でスリッ

プしている
●	ソウサボックスのスイッチがＯＦ

Ｆになっている

●	「5-3-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」に

基づき調整
●	「3-3-3 実作業の要領」を参考に作業してく

ださい

●	作業途中で勝手

にネットが繰出

される

●	ゴムローラがＶベルトでつれ回っ

ている
●	ブレーキアームがネットロールを

押さえていない

●	「5-3-13 Ｖベルトのストッパと張り調整」に

基づき調整
●	「1-4-5 ネットロールの装着」に基づき調整

●	ネットが切れな

い

●	ナイフ又はシャバーが摩耗・破損

している
●	ナイフとシャバーの間にスキマが

ある
●	ナイフアームが正規の位置にと

まっていない

●	部品表を参考に交換又は裏返して再取付する

●	「5-3-15 ナイフとシャバーの調整」に基づき

調整
●	「5-3-14 ナイフアームのセット調整」に基づ

き調整

●	ネットがベール

中央による

●	ブレーキアームがネットロールを

押さえていない
●	トラクタのＰＴＯ回転速度が速い

●	「1-4-5 ネットロールの装着」に基づき処置

●	ＰＴＯ回転速度を３５０～５００rpmにする

●	ブザーが鳴らな

い

●	スイッチがＯＦＦになっている
●	コードが正規に取付けられていな

い
●	コードが断線している

●	スイッチをＯＮにする
●	コードを正規に取付ける

●	コード交換

そ
の
他
の
電
装

●	動作不良 ●	コードの断線
●	被覆の破れ

●	コード交換
●	コード交換

※	1. TCR2250AT、TCR2250ANに適応

※	2. TCR2250AN、TRB2250ANに適応

原図や処置の仕方がわからない場合は下記事項とともに購入先にご相談ください。

 １.	製品名

 ２.	部品供給型式（型式）

 ３.	製品番号

 ４.	故障内容（できるだけ詳しく〉
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７　配　　線　　図

146808*000 CANコントローラ；４２６146808*000 CANコントローラ；４２６

156975*000 ソウサボックス CP ；ネット

156976*000 ソウサボックス CP ；トワイン

134545*000 コード ；５０００

146464*000 コード ； ソウサボックス

146463*000 バスラインコード ；１０００

※各種ハーネス、 灯火器は、 別冊部品表の部品番号で注文願います。
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155854*000　コード ； セイギョボックス１

155887*000　パワーパッケージ

155311*000

143614*000　キンセツスイッチ

111035*000　セーフティスタータスイッチ

134702*000　カクドセンサ

082353*000　デンドウシリンダ

155855*000　コード ； セイギョボックス２

152889*000　デンドウモータ

143614*000　キンセツスイッチ

134702*000　カクドセンサ

157038*000　カイテントウ ； キイロ
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(バック)
１ ２

(アース)

2 1

(ウィンカー) (アース)

(ストップ)(テール)

４

１ ２

３

2 1

43

３

２１

４

(テール) (ストップ)

(アース)(ウィンカー)

3 4

12

１；黒／アース

２；あき

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

８；あき

23

4 1

8

76

5

作業機

トラクタ

白赤緑 黄 茶黒

1 6 5 3 2 4

VC
TF

0.
75

-6
芯

571643

黒茶黄緑赤 白

１；緑／ウィンカー（左）

２：茶／バック

３；黒／アース

４；白／ウィンカー（右）

５；黄／テール

６：赤／ブレーキ ３

４

７

５

２

６

１

１；黒／アース

３；緑／ウィンカー（左）

４；赤／ブレーキ

５；白／ウィンカー（右）

６；黄／テール

７；茶／バック

7 6

5

4

32

1

8

12 2 1

バック
白黒

2 1

VC
TF

0.
75

-2
C

3
2
4
1

1
2
4
3

2
1 1

2
白
黒

白
黒

VCTF0.75-2C VCTF0.75-2C

VC
TF

0.
75

-6
C

VC
TF

0.
75

-6
C

VCTF0.75-4C VCTF0.75-4C

白
緑
赤
黒

黒
緑
赤
白

ポジション；右

リヤ；右

ポジション；左

茶緑黒 赤 黄白

トラクタ

リヤ；左

5 641 3 7

(アース)

２１

(テール) (アース)
２１

(テール)

（オプション）

バックランプ；カク
160135*000

160368*000
ポジションライト；２ＰＧ

160368*000
ポジションライト；２ＰＧ

162832*000
コード；トウカキ

160403*000

ヘンカンハーネス

※日農工標準規格

※ＤＩＮ規格

リヤランプ；カク
160134*000160134*000

リヤランプ；カク

※日農工標準規格

灯火器の配線図
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［付属］灯火器ハーネスの接続について（トラクタ側のコネクタ種類別）

トラクタ側の灯火器コネクタが日農工規格（８Ｐ）ではない場合、コネクタの種類に応じ、オプション部品の

使用や、配線の差し替えが必要です。下記の必要な対応に従って、灯火器ハーネスを接続してください。

後退灯出力配線のないトラクタの場合は、トラクタ販売店にご相談ください。

１.	トラクタ側コネクタの種類と必要な対応

トラクタ側コネクタの種類 必要な対応

① 日農工規格（８Ｐ） 標準装備のハーネスで接続可能です。

② ＤＩＮ規格７Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」が必要です。

③ ８Ｐ（①以外） 配線一覧表に基づき、作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

④ ６Ｐ オプションまたは標準装備の「ヘンカンハーネス」と、オプションの「チュ
ウカンハーネスＣＰ；コウドウ」が必要です。また、配線一覧表に基づき、
作業機側コネクタの配線差し替えを行ってください。

２.	オプション部品一覧（コネクタのピン配置は接続面方向から見た図です）

（１）	160403*000　ヘンカンハーネス

日農工規格（８Ｐ）メスＤＩＮ規格７Ｐ７／５８Ｌ

６／５４

５／５８Ｒ
４／Ｒ

３／３１

２／５４ｇ

１／Ｌ

1 8

72

3 6

54

（２）	163037*000　チュウカンハーネスＣＰ；コウドウ

８Pオス

６Pメス

６Pオス

ＤＩＮ規格７Ｐ ７／５８Ｌ

12
3

4 5 6

コ
ウ
ド
ウ

バ
ッ
ク

1
3

2

4
65

1
23

4

5
6

8
7

ギボシ；メス

１／Ｌ

２／５４ｇ

３／３１

４／Ｒ
５／５８Ｒ

６／５４

※各種ハーネスは別冊部品表の部品番号で注文願います

【 配線一覧表 】

ヘンカンハーネス、チュウカンハーネス CP；コウドウ　　

コ
ネ
ク
タ

８Ｐ
６Ｐ
オス

６Ｐ
メス

ギボシ
メス

DIN 規格
７Ｐ

灯火器動作
配
線
色

ト
ラ
ク
タ

日農工規格
（出荷時）

ヰセキ クボタ 三菱
ヤンマー
（出荷時）

三菱
クボタ

（出荷時）
－ －

方向指示左 緑

端
子
番
号

３ ６ ４ ４ ４ ２ １ － １／Ｌ

ブレーキランプ 赤 ４ ５ ５ ５ ５ ４ ３ － ６／５４

テールランプ 黄 ６ ２ ３ １ １ ３ ５ － ５／５８Ｒ

方向指示右 白 ５ １ ７ ７ ６ ５ ６ － ４／Ｒ

アース 黒 １ ８ ２ ２ ボディアース ボディアース ボディアース － ３／３１

バックランプ 茶 ７ ４ ６ ※ ※ ※ ※ １ ２／５４ｇ

※：トラクタ販売店にご確認ください。







調　整 Ｓ－２５０３３１Ｌ

千 歳 本 社 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-26-1123
 FAX 0123-26-2412

千 歳 営 業 所 066-8555 千 歳 市 上 長 都 １ ０ ６ １ 番 地 ２
 TEL 0123-22-5131
 FAX 0123-26-2035

豊 富 営 業 所 098-4100 天塩郡豊富町字上サロベツ１１９１番地４４
 TEL 0162-82-1932
 FAX 0162-82-1696

帯 広 営 業 所 080-2462 帯 広 市 西 ２ ２ 条 北 １ 丁 目 １ ２ 番 地 ４
 TEL 0155-37-3080
 FAX 0155-37-5187

中標津営業所 086-1152 標 津 郡 中 標 津 町 北 町 ２ 丁 目 １ ６ 番 ２
 TEL 0153-72-2624
 FAX 0153-73-2540

花 巻 営 業 所 028-3172 岩手県花巻市石鳥谷町北寺林第１１地割１２０番３
 TEL 0198-46-1311
 FAX 0198-45-5999

仙 台 営 業 所 984-0032 宮城県仙台市若林区荒井５丁目２１－１
 TEL 022-353-6039
 FAX 022-353-6040

小 山 営 業 所 323-0158 栃 木 県 小 山 市 梁 ２ ５ １ ２ － １
 TEL 0285-49-1500
 FAX 0285-49-1560

東 海 営 業 所 485-0081 愛 知 県 小 牧 市 横 内 字 立 野 ６ ７ ８ － １
 TEL 0568-75-3561
 FAX 0568-75-3563

岡 山 営 業 所 700-0973 岡山県岡山市北区下中野７０４－１０３
 TEL 086-243-1147
 FAX 086-243-1269

熊 本 営 業 所 861-8030 熊 本 県 熊 本 市 東 区 小 山 町 １ ６ ３ ９ － １
 TEL 096-389-6650
 FAX 096-389-6710

都 城 営 業 所 885-1202 宮崎県都城市高城町穂満坊１００３－２
 TEL 0986-53-2222
 FAX 0986-53-2233




